
由利本荘市総合防災訓練
由利本荘市相互防災訓練が９月３日（土）に行われました。

８時１０分に、北由利断層を震源とする大地震が発生し、大内地域は最大震度６弱の揺れが観測されたとい

う想定のもとの訓練でした。大内小で行われたシェイクアウト訓練、建物火災防ぎょ訓練の様子を紹介します。

地震発生の８時１０分、非常ベルとともにシェイクアウト訓練開始。机の

下に身を隠し真剣に参加した子どもたちです。校庭への避難指示放送後、素

早く整然と廊下に並び、避難行動を取ることができました。避難完了までか

かった時間は、５月の避難訓練から３０秒も早かったのです。今年度２回目

と言うこともありますが、避難への心構えが高まっていると感心した一コマ

でした。

次は、建物火災防ぎょ訓練（消火訓練と

救助訓練）の様子を見学。玄関前で発煙筒

に火が付けられ、「大内小が火事だー。」の

火事ぶれを合図に、消防署への通報（実際

に１１９番へ通報しています）。サイレン

を鳴らして消防車が到着。その後の実際に

校舎の壁への放水しての消火訓練が行われ

ました。消防署や消防団の方々が、消火の

ためにがんばっている様子をしっかりと体験することができました。

続いて校舎屋上に３人の方が取り残されたという

設定で、防災ヘリ「なまはげ」による救助訓練が行

われました。防災ヘリが近づくと風圧でグラウンド

に土埃。防災ヘリは、屋上上空でホバリング。二人

の隊員がロープに吊り下げられながら上空から降り

立ちました。手際よく、要救助者をロープでつり上

げていく様子にみんなドキドキしながら見守り、救

助が完了すると、自然と拍手が沸き起こりました。

要救助者のうちの一人は、はしご

車によって救助されます。その様子

も見学することができました。はし

ご車のアームが４階（屋上）の窓か

ら、はしご車のバスケットに移され、

アームが地面に到着し安全に救助さ

れた様子に、ここでも自然と拍手が

沸き起こっていました。

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成
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自衛隊による防災講話では、防災について学ぶ

ことができました。防災について「自助、公助、

共助のうち自分の命を自分で守る『自助』が何よ

りも大切」ということや、災害時の自衛隊の活動

なども教えていただきました。

お話を聞いた後の質問コーナーでは、たくさん

の子どもたちが質問する姿に、自衛隊の方はもち

ろん、市の担当の方も感心しておりました。

感想発表の際には、自衛隊の制服を試着をさせていただき、制服を着て感想発表をしました。講話を聞いて

学んだことを堂々と述べる姿は、さすが「大内っ子」でした。講話終了後も、質問に答えてくれたり、制服を

試着させてくださったり、学びの多い時間となりました。

防災訓練振り返り
学びの多かった市総合防災訓練でした。訓練終了後に各学級で振り返りを行いました。みんな訓練で学んだ

ことについて振り返ることができていました。

いつ起こるか分からないのが、災害です。今回は大地震の避難について、地震後の火災発生時の消火、救助

についての訓練でした。「○○が起きたら、どうする。どこへ避難する」など、「我が家の防災について」話題

にしていただけたらと思います。

＜１年 きくち ○○○ さん＞ ＜２年 すずき ○○○ さん＞



＜３年 小笠原 ○○ さん ＜４年 土井 ○○ さん＞

＜６年 小笠原 ○ さん＞＜５年 畠山 ○○○ さん＞


